
子どもたちの考える力をそだてる
　よりよい授業のために、教員一人ひとりの教材研究は重要です。さらに、その教材研究を学年で力を合わせて行うことは、もっと大
切です。「指導のねらい」「子どもたちに考えさせたいこと」「子どもの興味を高める方法」「提示する教材、教具作り」そんな観点
を学年で相談しながら、授業準備をしています。
　また、私たち教員が共通の授業イメージを持っているということも重要です。私たち教員の研究テーマは、「自ら考える子の育成」
です。このテーマがもつ授業イメージは、例えば、「1枚の写真から、気づいたことを発表し、問いを見いだし、子どもたち同士が意見
交換や調べる活動を繰り返して、価値を見いだしていく。」このように探究的に学んでいく、そんな子どもたちの姿を引き出したいと
私たちは工夫しながら授業作りに励んでいます。
  教員が一つの目的に向かって、授業作りを進めていく、これがSagami Spiritsです。
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「考える力」を育む授業づくりを目指して
  　私たち教員は、日々、子ども達の「考える力」を育む授業づくりに力を入れています。相模女子大学小学部では、「考える４段
階」をイメージした授業づくりを行っています。「考える４段階」とは、①課題が生まれる「考えをもたせる」段階→②解決への
見通し作り「考えを出させる」段階→③有効性の検討「考えをつなげる」段階→④一般化し次の課題へと向かう「ねりあげる」段
階をさします。
　まず、私たちが授業力をつけるために、全教員が年間一回「公開授業」を行っています。授業を参観し合い、教員の授業力向上
と授業づくりの共有化にむけての意見交換を積極的に行っています。
　次に、年間４回の「研究授業」では、専任教員全員が一同に授業を参観して、意見交換を行います。授業のねらいや子どもたち
の言語活動の充実などを話題に、子どもたちの「考える力」が育まれる授業づくりの研究を行っています。この公開授業では、外
部から講師を招き、指導もしていただいています。教員同士が授業を公開して参観するのは、緊張します。しかし、教員全員が実
際の授業を通して学ぶことで、机上の空論ではなく、子どもが学ぶ姿から授業力向上のヒントを見出すことができる貴重な機会と
なっています。
　また、2017年度から始まった「プログラミング」授業についての研修会も行っています。川原田副校長を講師として、授業形式
の研修会を行い、教科のねらいや子どもたちの学習活動のアイディアを学んでいます。
　さらに、夏季研修や春季研修として、日頃の実践をレポート発表し合い、意見交換も行っています。２０１７年度は、目指す子
ども像である「自分からできる子」への先生方の様々な取り組みがレポート発表されました。この研修会の中では、同じ私学のベ
テラン教師を講師に招き、子どもとの向き合い方や保護者との関係づくり、活力のある学校づくりなど、様々なアドバイスを伺う
機会も設けています。
　このように、スクールコンセプト「毎日会いたい友だちがいる　毎日受けたい授業がある」小学部の実現にむけて、私たち教員
は、目の前の子ども達を常に見つめながら、そして、教員同士が互いに刺激し合いながら研修研究を日々行っています。

教員研修、教材研究

　私たちの学校、相模女子大学小学部は、子どもたちにとって、自分らしさが発揮できる居心地の良い学校であってほしいと願っ
ています。そこで、私たち教員が、「相模らしい子どもの姿」について議論を交わし、導き出したのが、「自分からできる子」と
いう子ども像です。そして、この目指す子ども像は、Sagami Vision2020という取り組みとして、相模女子大学小学部で行うすべて
の教育活動で意識する目標となっています。
　取り組みは、日頃の生活改善から始まります。挨拶を推進して、子どもたちが自分から声を出すようになってきました。さらに
整理整頓や授業準備を時間を守って行うようになってきました。
　子どもは、失敗することもあります。そんなときも、自分から失敗したことを受け止め、次に活かすようになってきています。
この変化を支えているのは、帰りの会で行っている「ふり返りカード」の取り組みです。子ども達が、一日の学校生活をふり返っ
て日記を書きます。この日記には、頑張ったことや失敗したことが素直に書かれています。友だちの活躍が書かれていることも多
いのです。そんなときは、学級通信で紹介することもあります。子ども達にとっても、私たち教員にとっても、この日記から学ぶ
ことがとても多いと思います。
　そして、この取り組みによって、子ども達の声が、教室にたくさん響き渡るようになってきました。自分たちのクラスをより良
くするために、進んで係活動を行ったり、友だちとのコミュニケーションをとったりしています。５、６年生による児童代表委員
は、よりよい学校のために様々なアイディアを私たちに発信し続けてくれています。このアイディアも、児童代表委員の子ども達
の自分からのアイディアです。
　このように、子ども達の学校が、子ども達の手で動き出している姿は、とても輝いてみえます。そんな生き生きと頑張っている
子ども達の姿を見て、「自分からできる子」は、これからの時代にこそ、目指す子どもの姿なのだと思います。

自分からできる子

副校長 「つなぐ手」の由来
　
　小学部独自の学習の時間である「つなぐ手」。このネーミングは、小学部が創立３０周年まで５年
ごとに発行していた全校文集の名前を引き継ぎました。
　子どもたちが手を取り合って自分たちの生活をよくしていくこと。伝統文化を大切にしている人々
や志をもって生きている人々から、自分たちがそんな方々の思いを受け継いでいくこと。そういった
学習にふさわしい言葉と考えたからです。
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